










 
 
記者資料提供（2023年６月 16日） 

神戸市環境局業務課 松山・西田 

TEL：078-595-6091 FAX：078-595-6244 

E-mail:chiikikankyo@office.city.kobe.lg.jp 

～微生物の力で生ごみを分解～ 

家庭で簡単にできる SDGs 「こうべキエーロ」で生ごみを削減しましょう。 
 
 

 家庭ごみの約３分の１を占める台所ごみを削減するため、微生物の力で生ごみを分解

する「こうべキエーロ」事業に取り組んでいきます。 

 

こうべキエーロとは 

 「キエーロ」は、土の中の微生物により生ごみを分解するコンポストの一種で、土と容

器があれば簡単に始めることができます。生ごみは土の中で分解され、土の量はほとんど

増えることはなく、においや虫が発生しにくいため、家のベランダでも取り組みやすいの

が特徴です。夏季は５日間ほど、冬季は２週間ほどで分解されます。  

 コンポストの使用は、環境省の「ゼロカーボンアクション 30」にも選ばれており、生ご

みを燃えるごみとして捨てないことでごみが減量できるだけでなく、家庭のなかで環境に

ついて学べる機会にもなります。 

 

 

 

 

 

 

 
 

１．情報発信 

（１）公式ウェブサイトの開設 

   キエーロの取り組み方法、上手に分解させるコツ、講習会情報、市民の取り組み状況、

キエーロ考案者・松本信夫さんのメッセージなど、お役立ち情報を発信していきます。 

 

こうべキエーロ公式サイト：https://gogreenkobe.jp/kobe-kiero 

 

（２）ＰＲコーナーの設置 

 市民の皆さんに知っていただけるよう、環境局クリーンセンター、資源回収ステーシ

ョン、区役所などにＰＲコーナーを設け、木製容器やパネルの展示を７月より順次行い

ます。 

 

２．モニター募集 

  自宅でキエーロに取り組んでいただく方を「こうべキエーロモニター」として募集し

ます。モニター登録者には講習会を受講いただき、ベランダで取り組むことができる「こ
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うべキエーロ」のスタートキット（容器、土）を無料提供します。 

 また、希望者には、土に混ぜて使用する竹チップ・竹炭（神戸市内の放置竹林を伐採

したもの）、廃材を使ったコンポスト容器の提供も行います。 

 

こうべキエーロモニターの申し込みは７月８日（土曜）受付開始です。詳細は、公式

サイトをご覧ください。 

 

３．夏休み親子向け講習会 

夏休みの自由研究等で子どもたちが「こうべキエーロ」やごみの減量について学習す

ることができる親子向けの講習会を開催します。 

 

日付 場所 内容 

７月 22日（土曜) 

７月 23日（日曜） 

８月５日（土曜） 

８月６日（日曜） 

しあわせの村 
こうべキエーロ展示紹介 ＋ 親子向け講習会 

（参加者には「黒土５ℓ」と「こうべキエーロ

の取り組み方パンフレット」をプレゼント） ７月 29日（土曜） 

７月 30日（日曜） 

バンドー神戸青

少年科学館 

８月８日（火曜） コミスタこうべ 

 

詳細は随時公式サイトに掲載いたしますので、公式サイトをご覧ください。 

 



土の中の微生物の力で
生ごみを分解！
土とプランターだけで、
簡単にはじめられます！

7/22  23  8/5  6土 土 日日

お問い合わせ  総合コールセンター （年中無休 8:00～21:00）

TEL 0570-083-330 または 078-333-3330  FAX 078-333-3314

こうべキエーロ モニター講習会

各日 限定160セット（事前申込制･先着順）

しあわせの村
本館前 特設ブース

しあわせの村（神戸市北区しあわせの村1番1号）来場時の交通費・駐車料金等は自己負担となります。

フタ付き容器と黒土14ℓがセットになったスタートキットを無料配布

スタートキット（フタ付き容器､黒土14ℓ）
※スコップ､プレートは付属しません｡

土に埋めると
生ごみが消える?!
｢こうべキエーロ｣を

はじめてみませんか？

公式サイト公開
6/16金

https://gogreenkobe.jp/kobe-kiero

講習会の事前申込は7/8●受付開始予定です。
LINEにて受付開始日をご案内しますので、
公式サイトから事前にLINE登録をお願いします。

土

無料
配布







 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 
 

 

 

里山には、水田や畑、森林、ため池、草原などの様々な環境があり、暮らしの中で人々

が農業を営み、薪を利用するなど自然に働きかけることで維持されてきた。このような

多様な環境には、それぞれの環境に適応した様々な動植物が生息・生育し、里山は生物

多様性豊かな場所となってきた。 
 

神戸は都市近郊に里山が広がっている自然豊かな都市であり、この豊かな自然環境は

神戸が誇る財産である。 
 

しかしながら、社会経済の変化によって、人の暮らしの中で里山の利用が減少し、耕

作放棄地や手入れが行き届かない森林の増加、藪や竹林の拡大、水路やため池の管理不

足等によって、かつて普通に見られたアカトンボやメダカなどの動物、キキョウやオカ

オグルマなどの植物が見られなくなるなど、生物多様性が失われつつある。 
 

里山の豊かな自然の恵みを享受するとともに次の世代に残していくためには、SDGs

の観点を踏まえながら、持続的に生物多様性を守り、育てることが重要であり、市民・

企業・学校・NPO・行政等の様々な主体がつながり、互いに連携していく必要がある。 
 

この戦略は、神戸が目指すべき里山を実現するための方策を明らかにし、一人ひとり

が里山の豊かな恵みを持続的に享受することを目的として策定するものである。 
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